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研究成果の概要： 
 本研究では、研究開発のための戦略的提携やサプライチェーンにおけるネットワーク形成と

いった、経営システムにおける大規模なネットワーク形成の問題を考え、各企業等の事業主体

の提携行動に対する合理的意思決定を、モデルを用いて科学的に分析することを目的とした。

モデルはゲーム理論的手法により新たに作成した。そしてその解析によって、複雑かつ大規模

な状況下でのネットワーク形成に関して、従来研究では得られなかった様々な形成メカニズム

の解明と、戦略的な示唆を得ることができた。 
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研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：社会・安全システム科学 社会システム工学・安全システム 
キーワード：ゲーム理論、寡占競争、ネットビジネス、サプライチェーン、ＯＲ 
 
１．研究開始当初の背景 
近年、情報通信、交通、物流等の様々な分
野において、あるいは他の分野でも共同研究
開発やサプライチェーン構築の場面におい
て、経営システム内の各事業主体が互いにネ
ットワークを形成して事業活動を行うこと
の重要性が注目されてきている。このような
ネットワーク形成において、そのメカニズム
を科学的に分析することで、各主体に対する
合理的意思決定のための指針を与えること
ができる。そこで、本研究はこのような問題
意識に基づき、ゲーム理論的アプローチを用

いてモデルを作成し、科学的な解析を可能な
ものにさせようとするものである。 
ネットワーク形成問題に対するゲーム理
論的アプローチはミクロ経済学の分野で発
展してきているが、分析によって定性的な知
見を得やすいように、いずれも小規模なもの
や、あるいは対称性を持つような、非常に限
定された状況を前提として分析を行ってい
る。ゆえに、現実に見られる大規模かつ複雑
な状況下での解析手法は確立されていなか
った。また、工学的アプローチを提供するオ
ペレーションズ・リサーチ（ＯＲ）の分野で
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もネットワーク最適化の問題と関連付けて、
ネットワーク上における意思決定問題につ
いていくつかの数理的研究がなされている。
しかし、これらＯＲ的研究はいずれも、各主
体をつなぐ最適なネットワークの形成自体
は所与とし、その上で形成に携わった各主体
間の利益配分や費用負担の問題を扱ったも
のであり、ネットワークの形成可能性自体に
ついては議論されていなかった。 
 
 
２．研究の目的 
本研究ではこのような大規模かつ複雑な
ネットワーク形成の問題を解析できるよう
にするために、ゲーム理論によるアプローチ
を用いると共に、そこに工学的手法を併用す
ることで、新たにモデル化を行った。また、
本研究では具体的に経営システムにおける
ネットワーク形成の問題を取り扱うため、そ
のベースとなる寡占競争下での様々な戦略
的意思決定に関して、モデル分析により基本
的な洞察を得ておく必要が生じた。そこで、
並行してこういった問題に対しても積極的
に取り組み、それによって得られた成果をも
とにネットワーク形成の問題に再度フィー
ドバックさせるということも合わせて行っ
た。 
そして、以上の動機に基づき作成したモデ
ルについて、解析的、あるいは数値的な分析
を行うことにより、従来の経済学的研究、あ
るいはＯＲ的研究では得られなかった、ネッ
トワーク形成に関する様々な知見を得るこ
とを目的とした。また、結果における各経営
的意思決定主体に対する戦略的示唆という
観点では、実務にも貢献できるような成果を
も得ることを目標とした。 

 
 
３．研究の方法 
本研究は数理的手法に基づくモデル構築
とその解析という理論的な研究が主となる
ため、研究は基本的に関連論文や書籍を参考
にした上での机上検討及び数値シミュレー
ションを中心に行った。また、情報収集や研
究成果の発表を目的として、国内外への出張
を何度か行った。 
 
４．研究成果 

3 年間に渡る本研究を通じて、複雑かつ大
規模な状況下での企業等の各事業主体によ
る提携行動の有効性を判断するための、解析
可能なモデルを作成することができた。また、
そのモデルを解析することにより、経営シス
テムにおけるネットワーク形成メカニズム
に関する様々な知見と、それを踏まえた上で
の各主体に対する戦略的示唆を得ることが
できた。 

具体的な成果を以下に詳述する。 
 
（１） 企業（を含む事業主体）間における

大規模な戦略的提携ネットワーク形
成問題のモデル化とその分析 

 
① まず、従来のミクロ経済学的研究の成果
をベースにする形で、リンクのコストの負担
額を各プレーヤーが戦略的に決定する状況
下でのネットワーク形成問題のモデル化と
解析に取り組んだ。より具体的には、通信遅
延や情報遅れなど、各主体が目的地に到達す
るまでに要する経路の長さに依存して生じ
る障害の影響を考慮した上でのネットワー
ク形成問題を考えた。結論として、リンク形
成コストの負担額をその両端のプレーヤー
間で戦略的に決定し合う状況のもとでは、安
定的に達成されるネットワークは社会的に
最適（効率的）なものに限られ、かつそれは
強ナッシュ均衡の意味で必ず形成されるこ
とを数学的に証明することができた。 

 
② 次に、寡占企業間での大規模ネットワー
ク形成問題の定式化を行い、解析を行った。
それにより得られた成果は、各企業における
ネットワーク形成戦略は、形成により得られ
る正の外部性の程度のみならず、もともとの
各企業間の代替性の程度（差別化の度合い）
に大きく依存し、それらは均衡状態における
ネットワークのサイズと必ずしも単調な関
係を持つとは限らないということである。つ
まり、正の外部効果が期待できれば常に大き
なネットワークを組むことが有利となるわ
けではなく、代替性の程度との関係がどのよ
うなものであるのかに依存して慎重に判断
すべきであることが示唆された。これは、解
析的手法により分析可能な、各企業間が対称
である場合において既に示されたものであ
るが、本研究ではさらに、代替性の程度が各
企業間で非対称であるケースについても解
析した。これは現実的な設定である一方、対
称なケースに比べて非常に複雑な数学的解
析を伴うものであった。しかし、数値シミュ
レーションを併用することにより分析を行
った結果、代替性に関して非対称な状況下で
は対称な状況下に比べてより提携行動が合
理的となりやすいとの重要な知見を得るこ
とができた。 
 
（２）企業経営におけるネットワーク形成戦
略の分析のための、いくつかの基本モデルの
開発とその分析 
 
① まず、現代の企業競争戦略の分析には価 
格のみを競争し合う古典的な寡占競争モデ
ルでは不十分であるとの見地に立ち、品質も
同時に決定することを考慮に入れたモデル



を新たに開発した。その上で、まずある財を
提供する２企業による競争下において、その
補完財を提供する第３の企業との垂直提携
戦略の分析を行い、競争企業とのバンドルを
回避した独占的統合のビジネスモデルが有
効であるとの結論を導くことができた。つい
で、競合企業間のブランドロイヤリティに対
する非対称性を考慮した上での競争戦略に
ついて分析し、消費者の品質志向の強い市場
下においては両企業の競争戦略自体に非対
称性が存在することが分かった。これらの結
果はこういった状況下で、さらに市場内の企
業数を増やした場合に生じるネットワーク
形成の問題を考える際に必要な、基礎的な知
見を与えるものである。 
 
② 次に、サプライチェーンにおけるネット 
ワーク形成戦略の分析を念頭に置き、そのた
めの準備として必要な基本モデルの開発と
その分析を行った。具体的には、サプライチ
ェーンの代表的フェーズである製品開発（ラ
インナップ決定を含む）段階を取り上げ、競
合企業間で戦略的に製品開発が行われるこ
とを前提とした場合の均衡分析を行った。本
研究では特に、製品における機能数やあるい
は製品数そのものからも正負の外部性が発
生することを仮定した。分析の結論として、
負の外部性（消費者の混乱等）がある程度存
在する場合には、企業間の競争状態がさほど
でない場合に限って、機能数や製品数を増や
すべきであり、より競争的な状況下ではむし
ろ製品数を減らすべきであるとの重要な示
唆が得られた。このことは、多種類の製品を
扱うサプライチェーンにおいて、その開発、
製造や販売段階において、どのようなサイズ
の提携ネットワークを形成すべきか、という
ことを考える上で大きな示唆を与えるもの
である。 

 
（３）ロングテール市場におけるサプライチ
ェーン・ネットワークの戦略的形成のための
意思決定モデルの開発に関する基礎的研究 
  
以上（１）、（２）の研究成果を受け、本研
究課題の最終年度においては、研究課題終了
後の将来的な研究の展開を見据える形でロ
ングテール市場を想定した上での戦略的ネ
ットワーク形成の研究についても取り組ん
だ。ロングテール市場に関する研究はまだ緒
についたばかりであるが、従来型市場とは製
品種類数のオーダーが根本的に異なるとい
う特徴を踏まえることが本質的となる。それ
ゆえ、研究に当たってはある程度中長期的な
計画が必要と考えているが、まずはその第一
歩として、簡単なモデル分析を行った。その
結果、企業は製品種類数が膨大になることに
伴う消費者の混乱（情報処理能力の限界）を

考慮し製品数を最適化することが得策であ
り、またそのような混乱を軽減させるための
技術開発が最優先であるとの示唆を早速に
得ることができた。これは非常に基本的な知
見であり、ゆえに、将来的にはこの知見を盛
り込む形で戦略的ネットワーク形成のため
のモデル開発を進める必要があろう。 
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